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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，基本的に少数のキーしか装備していない携帯電話などの小型端末に
おいて，検索キーワードの入力処理も含め，全体として高速なWeb検索を可能とすることである．本提案手法に
おいては，少数のキーのみを用いて，少ない打鍵数で検索キーワードの入力処理を完了させるために，入力文字
列を曖昧な数字列としているが，この曖昧さは共起情報等により解消しており，高精度でかつ高速なWeb検索を
実現している．システムを作成し，行った評価実験の結果から，本手法の有効性が確認された．

研究成果の概要（英文）：We have proposed a fast Web search method for mobile terminals such as 
mobile phones. In our proposed method, a user is able to easily input terms because our proposed 
method needs only one keystroke per character using only 12 keys without flick operations. 
Character-strings inputted by the user are ambiguous because each string corresponds to not only the
 intended term but also other terms. However, the ambiguous strings are not translated into the 
intended terms in our proposed method. The system based on our proposed method directly searches Web
 pages by the ambiguous strings and outputs the searched result by using co-occurrence and so on. 
Thus, we are able to find the intended Web page on a mobile phone rapidly and easily. In the result 
of the evaluation experiment, it was proved that our proposed method was effective for Web searching
 on mobile terminals such as mobile phones.

研究分野： 自然言語処理

キーワード： 情報検索　携帯端末
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１．研究開始当初の背景 
携帯電話に代表される小型携帯端末は，そ

の大きさの制約から装備可能なキー数が必
然的に制限される．この少数のキーのみを用
いて文字を入力するために，携帯電話におい
ては，文字循環指定方式等の独特の入力方式
が採用されている．そのため，特に日本語文
字を入力する際には，多くの手数が必要とな
っている．また，近年，端末自体の技術進歩，
通信インフラの整備により，携帯電話等，イ
ンターネットに接続可能な携帯端末が増加
している．よって，携帯端末上で Web 検索
を行う機会が増大している． 
検索を行うためには，ふつう，キーワード

を入力する．このキーワードの入力は，携帯
端末においては，上述した独特の入力方式に
より行われる．タッチパネルを備えたスマー
トフォン等においては，画面上にフルキーボ
ードを表示し，これを用いて入力を行えるも
のもある．しかしながら，その大きさの制約
から，各キーの大きさは必然的に小さくなり，
迅速な入力は難しい．また，指をスライドさ
せるフリック操作により入力が可能なもの
もあり，打鍵数の減少を期待できるが，その
操作に戸惑う人も多い．そのため，ここでは，
従来から用いられている少数キーによる入
力方式での対応を目指す．当然，これは，ス
マートフォン等の画面上においても容易に
実現可能である． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，基本的に少数のキーしか

装備していない携帯電話などの小型端末に
おいて，検索キーワードの入力処理も含め，
全体として高速な Web 検索を可能とするこ
とである． 
本提案手法においては，少数のキーのみを

用いて，少ない打鍵数で検索キーワードの入
力処理が完了し，かつ，使用者による変換作
業も不要である．よって，あまり画面を注視
する必要がないことから，本提案手法は，
様々な場面，状況での利用が想定される小型
携帯端末上での Web 検索手法として，特に
有効であると考えられる． 
 
３．研究の方法 
本提案手法の概念図を図 1 に示す．Web

検索時のキーワード入力を，携帯端末上の少
数のキーのみを用いて，かつ少ない打鍵数で
完了させるため，本手法においては，キーワ
ードの各文字に対応した数字を 1文字につき
1 打で入力するものとしている．図 1 では，
キーワード「岩手」を入力するため，かな文
字列「いわて」の各文字に対応した数字を入
力しており，入力数字列は「104」となって
いる．このように，本手法においては，入力
に要する打鍵数が少なく，迅速な入力が可能
である．しかしながら，その反面，入力され
た数字列はあいまいさを含むこととなる．図 
1 では，入力数字列「104」に対応するキー

ワードは「岩手」のほかにも「磐田」「イン
チ」など多数が存在しており，あいまいであ
る．本手法においては，このあいまいさをシ
ステムにより自動的に解消し，意図した Web
ページを迅速に出力することを目指してい
る． 
本研究においては，あいまいな数字列を入

力とする携帯端末向け Web 検索手法を提案
し，計算機への実装および評価実験を行い，
その結果から本手法の実用面での有効性を
確認する． 
本手法の入力数字列は，使用者が意図した

キーワードと一対一には対応しない．そのた
め，そのままの状態では通常の Web 検索を
行うことができない．そこで，入力数字列と
検索キーワードを対応付ける必要があるが，
これに際し，本手法においては，複数キーワ
ード間の共起情報や使用者の嗜好情報など
を利用することとする．これにより，入力数
字列のあいまいさを自動的に解消し，使用者
が意図した Web ページを検索することを目
指す． 
なお，評価実験に際しては，関連する他手

法との比較を行い，本手法の有効性を確認す
ることとする．現在の一般的な文字入力方式
を用いた手法と比較して，本手法により，携
帯電話などの携帯端末上においても検索精
度を損なうことなく，打鍵数などの点で高速
な Web 検索が実現可能であることを示す． 

 

 
４．研究成果 
平成27年度は，1人の使用者を対象として，

入力数字列とキーワードの対応付け方法の
検討を行い，個人の Web 検索履歴を用いた実
験を行った．また，これに関連して，脳波，
生体信号の測定，E-learning システム，等
に関する研究を行った．これらの結果より，
数字列の持つ曖昧さの排除や画面注視の評
価方法等に関して，ある程度の知見が得られ
た． 
これを踏まえ，平成 28 年度においては，

引き続き，数字列の持つ曖昧さの排除や画面

図 1：提案手法 



注視の評価方法等に関して検討を進めつつ，
複数人での同時使用を目指し，研究を進めて
きた．複数人での使用を考慮すると，他の使
用者の Web 検索履歴を利用しつつ，個人に特
化したキーワードの対応付けを行うことが
有効であると考えられる．そこで，これの実
現に向け，Web 検索結果のクラスタリングに
ついて検討を行った．また，これに関連して，
返信文候補提示，楽曲の自動生成，等に関す
る研究を行った．これらの評価実験の結果か
ら，ある程度の知見を得ることができた． 
そして，平成 29 年度においては，複数人

での同時使用を考慮したアルゴリズムの検
討，システムの構築を行った．これを用い，
小型携帯端末上で，検索キーワードの入力処
理も含めた検索速度の評価，および検索精度
の評価を行った．これを表 1 に示す．被験者
の Web 検索履歴を用い，これを本提案手法に
より検索した際に，意図した Web ページが検
索結果第 1位に出力された割合，検索結果の
最初のページに出力された割合，それ以降の
ページに出力された割合と正しい単語で Web
検索が行われた割合を，それぞれ示している．
90[%]程度の単語で正しく Web 検索が行われ
ており，80[%]程度の意図した Web ページが
検索結果における最初のページに出力され
たことが確認された．また，単語翻訳，要約
文生成，キュレーション等に関する研究を行
い，提案手法に関連する知見が得られた． 
以上より，本提案手法の有効性が確認され

た． 
 

表 1：実験結果 
 Rate[%] 
First place 65.0 
First page 80.0 
Others 20.0 
Search by the correct terms 90.0 
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